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Ｃさんは女性の小学校教員，教職歴 20 年，年齢は 40
代前半．教師になった動機は「教師になるとずっと勉強
できるイメージがあり，自分の向上につながる」と前向
きなものであったが，「集団を前にすると，子どもをま
とめようとしてしまう」「はみ出す子どもは許せない」
そのため，「子どもにはガミガミ言うことになって子ど
もは懐かない」と子どもとうまくコミュニケーションで
きない辛さについて語った．「いじめられている子ども
はそのことを口では私に伝えられず手紙で訴えてきまし
た．また，不登校になった子どもは，自分が嫌だと思う
男子からしつこく付きまとわれていて，それが苦痛で学
校に来れなくなったのだが，そのことも私には言ってく
れなかったんです」「場面緘黙の子どもは家では話すけ
れど，学校では話さなかった」「いろんなことを言いた
くても言えない．私と似てると思う」と語り，「言葉で
自分の気持ちを伝えるという文化が家にはなかった」Ｃ
さんは，小さい頃から両親に言いたいことが言えなかっ
た思いを抱えて生きてきた．Ｃさんの内省は，さらに自
分の生き方に及び，「自分のためだけに生きる人生がい
いのかな，自分だけで完結する，人には何の影響も及ぼ
さずに自分だけがよければいいという生き方をして，そ
れで死ぬというのが果たしていいのか」という思いにた
どりつく．そして「人とかかわって人に何かをして人に
何かをされながら生きていくのが本当の人間ということ
だな」と思ったＣさんは学校長から勧められた障害児学
級を担任することを希望する．この経験が「人と『一緒
に生きる』ということはどういうことかを考えるきっか
けとなった」と語った．「遅くまで残っている先生にし
んどい時には話を聞いてもらった」と同僚から支えても
らい自分を受け入れてもらえたと感じたが，「子どもと
一緒にいることを楽しめない」と教職生活にしんどさを
感じ，教師を続けてきたことを否定する思いが語られた．
インタビュー当時は教員であったが，その数年後に再会
した時には，臨床心理士の資格を取りＳＣとして活動し
ていたため，「教師に足場を置くことをやめた」教師の
視点事例として捉える．
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２）Ｅさんの語り－揺らぎのないのが教師の適性－
Ｅさんは女性の元小学校教師．教職歴 30 年．年齢は
50 代半ば．教師の適性は「自分に揺らぎのない人．自
分の価値観に揺らぎのない人」と即座に答えた．「担任
の教師が揺らぐと，学級の子どもが揺らぐから．集団を
扱う教師は揺らがない方がいいけど，私にはできなかっ
た」という．「教師の価値観がきっちりしていると，こ
れはいい，これは悪い，と切っていって，その価値観の
なかで子どもが生きていけるなら，子どもなりに安定す
る」「いろんな状況の中で子どもに関わる出来事が起こ
るけれど，その状況をいちいち考えて揺らぎながら対処
していってたら，進まないところが学校だから」「若い
頃は自分も勢いがあって揺らがなかった．勢いでやって
いけなくなった 40 代に入った時，授業や雑務，毎日の
出来事に振り回されて余裕がなかった．人に相談するに
は自分がどんな状況にあるのか自覚していないとできな
いけれど，それすらわかってなかった．相談するには「言
葉」が必要でしょ．言葉になるには余裕がないとね．子
どもとの関係も「そぐわなくなって」「疲れてきた」Ｅ
さんは学校以外のものに目を向け始める．同僚からも「浮
いていたし，相談もしなかった」と職場の人に話すこと
を求めていなかった．「そうすることでしか，学校のこ
とをやって行けなかった」と言う．ある時，管理職が保
護者からのクレーム電話のことを，まるで刑事みたいに
事情聴取する格好で訊いてきたことが引き金になり，「そ
の足で校長室へ行き『やめます』」と伝えた．それまで
にも朝会で子どもを「真っ直ぐに並べさせる」という子
どもを統制することに意味を感じていないのに，真っ直
ぐに並んでいない子どもに注意をしている自分を意識し
た時，「本当に吐き気がした．軍隊だ．やってられない」
と感じたという．「学校は集団で動くことが基本．自分
の学級がグチャグチャしていると，運動会など学年単位
で動くときに困るよね」「子ども同士のけんかやいざこ
ざに「教師が関与する」ことが以前に比べて多くなって
きた．その仲裁に関わることをいい加減にすると，授業
もうまくいかなくなるんよ．不満をもっている子どもの
気持ちは『伝染するから』．そういうことに自分の心的
エネルギーを消耗させられてしまう」と語った．教師を
やめて４年．「自分のしたいことを身体の方が知ってて
先に動いてる」と「次にやることを私はまだ知らないけ
れど，後からわかるんだと思う」と教師の時にはなかな
か持てなかった「時間をかける」という「待ちの姿勢」
でいる．
３）Ｆさんの語り－生徒指導に疲れはて－
Ｆさんは女性の元中学校教師．30 代後半で退職．「自
分の力を発揮したい」と教師になったが，「『５年した
ら楽になるから』と自分を励ましてくれた先生ですら抑
えられなくなるほど「学校が荒れてきた」という．「教
えることは好き」だったが，「職場の皆の足並みがそろっ
ていなかったことがしんどかった」「一年たったら，ま
たやり直して．積み木くずしみたいだった」という．「自
分の子どもが熱を出してるのに学校へ行ったら，平気で
若い教師が年休とってその人のために自習監督に行かな
いといけない．自分は無理してでも行ってるのに，他の
人の自習監督に行ってる．何のために自分は学校に来て
るのか腹立たしかった」と語った．Ｆさんの考え方にあ
る「平等意識」は，「生徒指導で家庭訪問に行ったとき，
家の中からその家族がテレビをみて笑ってる声が外まで
聞こえてきた．『なんや，この家族平和やん』と自分が
ボロボロになるような思いをしながら家庭訪問に来てる
のに，『何なんよ』」という徒労感とともに語られたり，
Ｆさんが退職する前年に夫も教師を退職していたため，
『何で自分だけ働いていなあかんの』」と退職を決めた
きっかけとして語られたりした．
「職員の足並みがそろっていないことがしんどい」と
いうのは「自分は生徒指導としてやろうとして決めたこ
とはきっちりとしようと思うタイプ．生徒に言った以上
は，生徒に聞かしてみせるというところがあった．杓子
定規に守らせようとしていた．しかし，自分には男性の
ような力がないので，家に行って仲良くなって言うこと
を聞かせようとしてたから，すごい時間と労力がかかる．
それに疲れてしまった」と．反対に，「職員の足並みが
そろっている」というのは「暴れまわっている男の子を
自分では抑えられないけど，他の男性教員なら抑えられ
る」でもその男性教員から『その生徒の父親の話は僕苦
手やからＦさん頼むわ』とＦさんの力を認めてもらえる
といった，それぞれの職員の特性を活かした役割分担が
うまくできていること」だという．インタビュー当時は
私立の学校で非常勤講師として勤務しながら大学院で臨
床心理学を学んでいた．その数年後からＳＣとして活動．
Ⅲ　考察
１教師の視点の特徴
１）「教師に足場を置く」教師の視点の特徴
ⅰ　 「子どもが好き」「子どもと関わることが好き」とい
う資質
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教師に必要な資質は？と問われたら即座に「子どもの
ことが好き，子どもと関わることが好きで楽しいと思え
ること」だと今の筆者なら答える．教師に足場を置いて
いる人というのは，自分が教師であるということ，教師
として生きているということ，教師として生きている自
分のことを認めている人である．教師として生きている
自分の基盤となる部分に，つまり資質として，この「子
どものことが好き」「子どもと関わることが好き」とい
う思いや体験があれば，学校で起こる多様で複雑な問題
にぶつかったときも，ぶれることなく「子どものために」
「子どもを中心に据えて」と子どもを支援する視点で関
わることができる．
しかしながら，終生資質は変わらないものではなくて，
多様なあるいは特定の能力が向上することによって，資
質が影響を受け，変化する場合もあるだろう．例えば，
教師としての生きづらさを抱えていた人たちが，「臨床
的な力」「芸術的な能力」「運動能力」などの能力を磨き
それを自身の力となるよう身につけることで，教師とし
ての生き方を受け入れ，確立していくこともあるだろう．
ⅱ　「解決」を求めて行動を起こす
教師として自分にできることは精一杯やりたいという
思いから，困難な状況にぶつかっても，根気強くベスト
を尽くす姿勢をもち，「解決」を求めて実際の行動を起
こしていく．問題を解決するための方法は，「関係づく
りに心を砕く」ことである．中でも重視するのは「子ど
もとの関係をうまく築くこと」で，その際大切にするの
は「誠実さ」と「行動力」である．多少の反発は覚悟の
上で正面から向き合う強さも持っている．子どもとの関
係に保護者は大きな影響を及ぼす存在と捉え，保護者と
の関係も良好でいられるよう様々な気遣いをする．「問
題解決」のための姿勢は，保護者と「共に考え」，不安
感や孤立感といった保護者への心情を「共感的」に聞く
ことである．また，問題を起こした子どものことを保護
者に伝える際にも，保護者を責めないようにしつつも，
伝えるべきことは伝えるよう心がけている．Ａさん，Ｂ
さん，共に子どもや保護者の“枠組み”に合わせられる
柔軟性をもっている教師である．
２）「心理臨床家に足場を置いている教師」の視点の特徴
「心理臨床家のような教師」
修論執筆当時，Ｄさんのあり様を共感的に捉えていた
ことがその記述からうかがえるが，現在の筆者は，Ｄさ
んのような「心理臨床家のような教師」に抵抗感を覚え
る．なぜなら，学園での自分の姿と重なるからである．
心理スタッフのような振る舞いをして周りの人を困惑さ
せていたかもしれない筆者は，まさに「心理臨床家のよ
うな教師」であったと思われる．学園生の生活面や進路
面の支援をする教務スタッフと心理面の支援をする心理
スタッフが，それぞれの役割を果たしつつ連携すること
により，不登校の子どもたちへの支援をすることをめざ
していた学園の支援のためのシステムを阻害していたと
も言える．
「心理臨床家に足場を置いている教師」は，学校の中
では臨床心理学の専門的な視点での意見を求められ，問
題状況を心理的な視点で捉えることが多くなる．D さん
のように，自身が足場を置いている専門性の限界を意識
することは少ない．往々にして「心理臨床家に足場を置
いている教師」は，集団への指導などの教師として求め
られる職務よりも，心理臨床家の重視する個への支援に
重きを置きがちになるのである．学校を全体として捉え
る視点や教師に求められる指導的側面を疎かにしてしま
い，その結果周囲の教職員と軋轢が生じる場合もある．
一人の人間を二つに分けられないように，一人の人間が
「教師」と「心理臨床家」の二つの職務を果たすことに
は無理がある．結局一つの職務も果たせなくなるのであ
る．
３）「教師に足場を置くことをやめた」教師の視点の特徴
「子どもとの関係が切れてうまくいかないという思い」
退職者の事例からは，いろんなものとの“関係が切れ
て”“揺らいで”“一人で立っていられない”状況がうか
がえた．退職者の三人に共通するのは，「子どもとの関
係がうまくいかず切れている（切れている体験をしてい
る）」ことである．「子どもとの関係にそぐわないもの
を感じて」勢いでやれなくなったＥさんは，“周りの勢
い”に流されそうな自分を必死でつなぎとめようとして
いた．しかし，管理的で統制を強いる“周りの勢い”に
「吐き気」をもよおすという形で，先に身体が悲鳴をあ
げた．これはＥさんが長崎県で生まれ育ち，「身近にケ
ロイドを負った人や原爆症の人がいたことと」と関係が
あるのかもしれない．また，「ズボンの太さなんてどう
でもいいと思うけど，決めたことはきっちりしなければ
気の済まない」Ｆさんは，「しない人もいるけど，自分
にはそんなことはできない」と生徒に関わり，「積み木
くずしのような」指導に「疲れてしまった」という．Ｅ
さん，Ｆさんは皆懸命に子どもとの関係をもとうとして
いた．しかしながら，うまくいかない体験を積み重ね，
いつしか子どもの中で，そして学校の中で「浮いてしまっ
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た自分」を感じるようになる．二人が退職を決めた理由
はそれぞれだが，共通しているのは子どもとの関係がう
まくいかない思いを抱えているということである．Ｅさ
んは「退職の時，子どもは泣かなかったけれど，お母さ
んたちが涙を流してくれた」というほど，保護者との関
係は良好で「教師としてではなく，人としてつきあって
いた」という．Ｆさんは，家庭的で協力的な夫や職員会
議や家庭訪問の間，自分の子どもの面倒をみてもらえる
ような雰囲気のある職場に恵まれていた．このことから，
職場の同僚との関係，保護者との関係，家族との関係な
どは，どの関係も大切であるが，やはり，教師にとって
は，子どもとの関係をうまくもつことができるかどうか，
それが重要なのだと考える．それはＡさんが職員関係で
教師をやめようと思うが，それをつなぎとめてくれてい
るのが「子どもの存在」と語っていることからもうかが
える．
２　教師が「心理臨床家の視点」をもつ意義
１）多面的な視点を持つことができる
Ａさん，Ｂさんのような教師は，心理臨床家の視点や
力を借りる必要もないくらいパワフルで行動的に見える
かもしれないが，必要以上に頑張りすぎてしまったり，
のめり込み過ぎたり＜バーンアウト＞しそうなときに，
うまく「肩の力を抜いたり」「発想の転換をしたり」「ス
トレスマネジメントする」等，うまくセーブする方法等
を取り入れる視点を持つことでバーンアウトを防ぐこと
ができるのではないだろうか．子どものためにと熱心に
取り組んでいるときには，教師は周りが見えなくなるこ
とがある．そんな時，多面的で相互的に全体をみようと
する心理臨床家の視点（高嶋ら .2008）を活用し，例え
ば「子どもに嘘をつかない」のではなく「アサーティブ
に伝える方法」を身につけたり，「早く判断をする」だ
けではなく「解決を保留することに積極的な意味を見出
す」（広瀬・渡辺 2010）視点を身につけたりすることに
より，子どもへの多面的な支援が可能となる．
この視点を持つことにより，教師が自分では「気づか
ず」「見えにくい」視点に“光”をあてることとなり，「教
師に足場を置くことをやめる」教師を支援するこのでき
る教師になることができるのではないかと考える．
２）子どもに関わる人々をつなぐことができる
教師が「心理臨床家の視点」をもつ意義は，教職以外
の専門性を身につけることにより，「新たな視点」を生
かして子どもに関わるさまざまな人をつなぐ働きができ
るようになることである．学校のなかには，Ｃさん，Ｅ
さん，Ｆさんのように「教師に足場を置く」ことをやめ
ようとしている教師が多くいて，教師本人も苦しんでい
るが，そのような教師に関わらなければならない子ども
たちが一番不幸である．Ｃさんに特別支援学級を担任す
ることを勧めた校長先生のような管理職と出会えるとは
限らない．学校の中でＣさんのような教師を管理職につ
ないだり，「授業中にうろうろ立ち歩く子ども」を言う
ことを聞かせられないと自分の指導力不足と捉えていた
Ｅさんや生徒指導に疲れ果てていたＦさんに，スクール
カウンセラーと出会うことを勧めたり，発達障害の子ど
もへの支援方法等を提案したりすることは，学校の中に
いる心理臨床家の視点をもった教師だからこそ，無理な
くやっていける関わりである．「心理臨床家の視点をもっ
た教師」とは，自らの教師としての役割や責任を自覚し
そして果たしつつ，心理臨床家と連携・協働し個別な支
援を通じて学級への支援，さらには学校全体への支援を
行うことのできる教師である．
３）体験を経験（言語）にすることを支援できる
Ｅ，F さんの語りにあったように，多くの教師たちは，
時間に追われ自身のしていることについてじっくり考え
る余裕のない毎日を送っている．学校生活の中では，教
師と子どもたちは日々さまざまな体験を重ね，その中に
子どもたちの支援に“意味のあること”も多々あるはず
だが，教師には“意味あること”に気づくだけの余裕を
もてないことが多い．また，自身の近くにあるものには
気づきにくいこともある．心理臨床家に足場を置いてい
るＤさんの，子どもや保護者，さらには同僚の職員への
支援，「見捨ててないよというサインを送り続ける」「１
年で何とかしようと思わない」「根気強くやっていたら
必ず光は出てくる」等の視点に，専門的な“光”をあて，
ともすれば見過ごされるような教師の「何気ない」「日
常的にしているアプローチや関わり」が子どもとの関係
を築いていくことにつながるという視点を教師に与える
ことは，「心理臨床家の視点」を持つ教師だからこそで
きる支援である．
Ⅳ　まとめ
筆者は長らく教育の世界に身をおき，「教育に足場に
置いて」，「臨床」に手をのばして引き寄せようとしてい
たように思う．「教育」に「臨床心理学」の視点を取り
入れることで，学校現場で起きているさまざまな課題に
対処する力を身につけたいと願っていたのである．その
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過程は筆者自身の「いかに生きるのか」という問いとと
もにあったが，それは「心理臨床家の視点をもつ教師」
としての生き方を模索することにつながっていたように
思う．
「心理臨床家の視点」をもつことで，世界に広がりを
感じるようになっていったが，次第に教師が「心理臨床
家の視点」を身につけることの難しさを覚えるように
なっていった．そして，「特別支援教育」という新しい
場に教師として赴き，管理職（教頭）という新しい「視
点」を身につけることをとおして，筆者は日々自己なら
ざるものと出会うことになった．「自分とは何か」をは
じめとした自己への問いかけを繰り返すことを通じて，
自分の視点，自分の立ち位置を確認してきたが，これか
ら筆者は，教師を養成する大学の教員として，直接的に
は教師志望の学生を指導することになるのだが，間接的
には，学校を，教師を，そして子どもたちへの支援者の
一人となると捉えている．ある時，筆者の中で，一つの
イメージが広がった．「教師の視点」と「心理臨床家の
視点」はそれぞれ縦糸と横糸のようなものであり，それ
は，織りなされた一枚の布となるイメージであった．そ
れが筆者の考える「支援者」である．
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